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SNSで高校生に情報発信する試み
The trial which carries out information dissemination by SNS at a high school students
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教員が生徒とコミュニケーションを取ろうと考えても，高校生と繋がろうとするのは非常に難しい．そこで，授業中
での生徒とのコミュニケーションの構築が重要となる．
前半では生徒と繋がるための方法を報告する．
私が授業で気をつけていることは「生徒が話しやすい雰囲気を作る」ことと「生徒が聞こうとする授業」である．そ

のために積極的な発言を認め，何回か短時間だけ集中する時間を設けるようにしている．生徒の発言に対して正しい間
違い関係なく受け止めてうなずくようにして，後に正しいと間違いの境界を明確にしている．
このように生徒の立場に立って対応することにより，生徒が教員に対して心を開いてくれると考えている．ここまで

来ると生徒が SNSでつながってくれる．現在，私の Twitterのフォロワーは９５人であるが，その殆どが生徒や卒業生
である．
後半は SNSを利用して通常授業の延長や地理学や地球科学の情報を発信するために SNSを利用した実践を報告する．

現状，生徒と SNSでコミュニケーションをとることはできても，地理に関係する写真やコメントには反応がない．その
理由の殆どが「写真がつまらない」ことと「文字数が多い」ことである．例えば，段丘の写真を見せても「のどかだな」
といったコメントしかこない．文字数が７０字を超えると文字を読むのに飽きている．写真の内容も景色が混ざってい
る方に反応があり，地形や植生などを見せても無反応である．

SNSは便利であるが，地理に関する写真を掲載してコメントを求めたり教材を提供したりしようとしても思うような
成果が出ていないため，皆様からコメントを頂きたい．
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